








はじめに 

出生後に起って来る新生児の異常症状は嘔吐,発熱,チアノーゼ,呼吸障害,高ビリルビン血

症,痙攣等多彩である。近年分娩監視装置及び超音波断層等 M.E導入による胎児を中心とし

た分娩管理の進歩にも拘わらず,出生後から異常症状を呈する新生児は多く,これらははた

して分娩を契機としてだけ起って来るであろうかと疑問をいだかざるを得ない。今回我々

は M.E.が導入された昭和 51 年から昭和 55 年の 5年間に分娩した 5567 例のうち出生後異

常症状を呈した新生児について分娩所要時間を目標として Retrospective に検討した。 


